
みえ労連春闘速報

み
え
労
連
は
、
第
３
回
あ
す
の

三
重
を
考
え
る
集
い
（
２
／
２

３
講
演
と
シ
ン
ポ
・
７
分
科
会

２
９
４
名
参
加
）
に
続
き
、
春

闘
要
請
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

要
請
は
、
県
内
に
本
社
が
あ

る
大
企
業
・
銀
行
（
５
）
、
商

工
会
議
所
（
９
）
、
経
営
者
団

体
（
２
）
、
医
師
会
・
Ｊ
Ａ
・

県
社
協
・
生
協
連
（
４
）
、
市

長
会
・
町
長
会
・
県
人
事
委
員

会
（
３
）
。

３
／
１
９
に
は

恒
例
の
三
重
県
副
知
事
と
の
懇

談
に
続
き
、
初
め
て
県
議
会
正

副
議
長
と
も
懇
談
し
ま
し
た
。

三重県副知事、正副議長と懇談

知事が企業訪問する（全国最下位の障害者法定雇用率1.6％からの脱出）と同様に

賃金の底上げも企業に要請してほしい。

１４春闘要請

懇談する石垣副知事とずらり並んだ県担当者３月１９日 県庁知事室にて

１
．
県
内
の
す
べ
て
の
労
働
者
の

賃
金
を
引
き
上
げ
る
よ
う
、
各
企

業
へ
働
き
か
け
て
く
だ
さ
い
。

可
処
分
所
得
を
あ
げ
な
け
れ
ば

元
気
が
出
な
い
の
は
お
っ
し
ゃ
る

と
お
り
。

ト
ヨ
タ
な
ど
「
も
の
づ
く
り
」

で
賃
上
げ
が
先
行
し
て
い
る
。
小

売
・
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
も
１
０
０

０
円
上
げ
る
と
こ
ろ
が
出
て
き
た
。

地
方
か
ら
デ
フ
レ
脱
却
・
雇
用

創
出
は
知
事
の
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
。

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
支
援

の
た
め
の
条
例
を
議
会
へ
提
出
し

て
い
る
。

２
．
公
務
員
賃
金
の
動
向
が
民
間

労
働
者
や
地
域
経
済
に
影
響
を
与

え
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
「
給
与
制

度
の
総
合
的
見
直
し
」
な
ど
賃
下

げ
に
つ
な
が
る
制
度
改
悪
に
反
対

し
て
く
だ
さ
い
。

県
職
員
の
給
与
カ
ッ
ト
は
２
０

１
４
年
３
月
３
１
日
を
も
っ
て
終

了
す
る
。

公
務
員
賃
金
は
人
事
委
員
会
の

勧
告
を
待
つ
。

３
．
三
重
県
の
臨
時
事
務
職
時
給

を
、
１
０
０
０
円
以
上
（
年
収
２

０
０
万
以
上
）
と
な
る
よ
う
努
力

し
、
ま
た
、
２
９
市
町
の
見
本
と
な

る
よ
う
努
力
し
て
く
だ
さ
い
。
さ
ら

に
、
県
の
関
連
機
関
で
働
く
す
べ
て

の
非
正
規
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
、

賃
金
・
労
働
条
件
の
均
等
待
遇
に
努

力
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
９
８
０
円
だ
が
、
他
県
の
動

向
を
見
な
が
ら
取
扱
い
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

４
．
障
が
い
を
持
つ
仲
間
を
、
働
く

仲
間
と
し
て
受
け
入
れ
る
環
境
を
抜

本
的
に
改
善
し
、
法
定
雇
用
率
全
国

最
下
位
の
汚
名
を
返
上
す
る
た
め
、

努
力
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
三
重
県
の
医
療
従
事
者
が

全
国
水
準
か
ら
低
位
に
置
か
れ
て
い

る
現
状
や
介
護
労
働
者
が
転
職
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
現
状
を
抜
本
的
に
改

善
す
る
た
め
努
力
し
て
く
だ
さ
い
。

県
の
障
害
者
雇
用
は
平
成
２
５
年

度
（
６
月
１
日
現
在
）
２
７
０
０
人

で
１
・
６
％
、
法
定
雇
用
率
は
２
・

０
％
、
残
念
な
が
ら
全
国
最
下
位
。

知
事
と
労
働
局
長
が
連
名
で
要
請
書

を
出
し
、
企
業
を
回
っ
て
い
る
。
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
中
に
障
が
い
者

が
働
く
カ
フ
ェ
を
作
る
な
ど
計
画
し

て
い
る
。

医
師
不
足
は
中
長
期
的
な
見
通
し

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
医
学

修
学
資
金
貸
し
付
け
制
度
な
ど
。

看
護
師
不
足
は
一
層
深
刻
。
就
労

環
境
の
整
備
、
リ
タ
イ
ヤ
さ
れ
た
方

の
復
帰
な
ど
。

介
護
労
働
者
は
確
か
に
給
与

低
い
。
国
の
方
で
緊
急
補
正
を

し
て
支
援
し
て
い
る
。

５
．
拙
速
に
進
め
ら
れ
て
い
る

「
子
ど
も
子
育
て
新
支
援
法
」

に
つ
い
て
、
各
市
町
の
努
力
を

励
ま
す
よ
う
三
重
県
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
く
だ
さ
い
。

市
町
は
就
学
前
子
育
て
な
ど

で
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ

て
い
る
。
県
は
市
町
を
支
援
す

る
立
場
。
児
童
虐
待
・
障
が
い

児
教
育
は
県
の
責
任
と
し
て
取

り
組
む
。

６
．
自
治
体
が
結
ぶ
公
共
事
業
、

業
務
委
託
や
指
定
管
理
者
な
ど

の
公
契
約
等
に
つ
い
て
は
、
公

共
サ
ー
ビ
ス
基
本
法
に
基
づ
い

県
へ
の
要
請
項
目
と

副
知
事
の
回
答
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て
、
そ
こ
で
働
く
労
働
者
の
人
間

ら
し
い
適
正
な
賃
金
・
労
働
条
件

を
確
保
す
る
、
公
契
約
条
例
の
制

定
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。

長
野
県
で
条
例
化
の
動
き
が
あ
っ

た
そ
う
だ
が
、
他
県
の
動
向
を
見

な
が
ら
。
三
重
県
と
し
て
は
総
合

評
価
制
度
で
「
低
入
札
」
対
策
を

し
て
い
る
。

７
．
都
道
府
県
を
廃
止
し
、
全
国

を
１
０
程
度
の
道
や
州
に
再
編
、

そ
の
下
に
現
行
の
市
町
村
区
域
を

基
本
に
し
た
「
基
礎
自
治
体
」
を

設
置
す
る
と
い
う
道
州
制
に
反
対

し
て
く
だ
さ
い
。

全
国
知
事
会
と
し
て
政
府
・
与
党

へ
そ
れ
ぞ
れ
地
方
の
意
見
を
十
分

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
要
請
し
て

い
る
。
与
党
が
法
案
を
検
討
し
て

い
る
が
、
国
民
的
議
論
が
必
要
だ
。

８
．
雇
用
を
破
壊
す
る
派
遣
労
働

の
自
由
化
や
労
働
時
間
規
制
の
適

用
除
外
の
拡
大
に
つ
な
が
る
規
制

緩
和
に
反
対
し
て
く
だ
さ
い
。

国
の
流
れ
を
注
視
し
て
い
る
と

い
う
と
こ
ろ
だ
。

９.

浜
岡
原
発
を
は
じ
め
三
重
県

周
辺
の
原
発
の
再
稼
働
は
、
認
め

な
い
よ
う
電
力
会
社
へ
申
し
入
れ

て
く
だ
さ
い
。
さ
ら
に
、
危
険
な

原
発
に
代
わ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
転
換
を
、
住
民
と
の
共

同
で
進
め
て
く
だ
さ
い
。

原
発
は
「
安
全
第
一
が
原
則
」
が

基
本
ス
タ
ン
ス
。
将
来
的
に
は
原

発
依
存
度
低
減
。
そ
の
過
程
に
お

い
て
ど
う
い
う
選
択
を
す
る
か
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

で
は
、
木
曽
岬
の
太
陽
光
発
電
は

日
本
一
、
島
崎
町
の
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
も
す
す
ん
で
い
る
。

正
副
議
長
と
の
懇
談

副
知
事
と
の
懇
談
に
続
き
、
県

議
会
議
長
・
副
議
長
と
も
同
様
の

項
目
で
懇
談
を
し
ま
し
た
。

○
知
事
も
少
子
化
対
策
に
は
力
を

入
れ
て
い
る

○
公
契
約
条
例
は
議
会
で
も
質
問

よ
く
出
る
が
当
局
は
慎
重
だ

看

護
、
建
設
な
ど
い
ろ
ん
な
職
種
か

ら
要
望
が
出
て
い
る

○
ア
メ
リ
カ
は
州
に
よ
っ
て
法
律

が
違
う
（
例
え
ば
禁
煙
な
ど
）
。

国
が
言
う
道
州
制
が
ど
う
い
う
も

の
か
形
が
見
え
な
い
。
論
議
の
し

よ
う
が
な
い
中
で
は
反
対
と
い
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

○
２
０
２
１
年
み
え
国
体
で
は
今

の
中
高
生
が
主
力
に
な
る
。
人
材

育
成
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
育
成
が
急
務

だ
。

な
ど
と
意
見
を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

要請書を手渡すみえ労連臼井議長

「このような懇談は初めてですなあ」と

緊張した様子の山本勝議長と前田剛志副

議長

３月１９日

三重県議会議長室にて

５
単
産
４
７
９
名
で
出
発

初
代
議
長
に
辻
井
さ
ん

３月１５日鈴亀労連結成 全国で４６５番目の地域労連誕生

２
０
１
４
年
３
月
１
５
日
（
土
）
鈴
鹿
市
ぐ
み
の
木
ほ
い
く

え
ん
に
て
鈴
亀
労
連
結
成
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は

代
議
員
・
役
員
・
来
賓
・
傍
聴
者
な
ど
３
２
名
が
参
加
。
ぐ
み
の
木

分
会
の
小
林
さ
ん
が
大
会
議
長
を
務
め
、
規
約
・
方
針
・
役
員
を
満

場
一
致
で
承
認
し
ま
し
た
。
こ
の
日
に
向
け
て
昨
年
１
２
月
よ
り
４

回
に
わ
た
っ
て
準
備
会
を
重
ね
、
こ
こ
に
全
国
４
６
５
番
目
、
三
重

県
で
は
３
番
目
の
地
域
労
連
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

結
成
大
会
の
あ
と
は
梁
天

任
さ
ん
に
よ
る
記
念
コ
ン
サ
ー

ト
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

す
ば
ら
し
い
演
奏
に
ア
ン

コ
ー
ル
が
く
り
か
え
さ
れ
、

予
定
時
間
を
は
る
か
に
オ
ー

バ
ー
す
る
大
熱
演
で
し
た
。

演
奏
後
、
会
場
で
呼
び
か

け
ら
れ
た
「
東
日
本
復
興
支

援
カ
ン
パ
」
に
は
３
６
２
０

０
円
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

カ
ン
パ
は
６
月
ご
ろ
に
東
北

に
演
奏
に
行
く
梁
天
任
さ
ん

に
託
し
ま
し
た
。


